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星槎大学ホームページ「教員免許状・資格」 

https://seisa.ac.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2-1-2 

https://seisa.ac.jp/


 

 

資料 2-1-3 

 

 

 



 

 



 

 



 
 



 

 



星槎大学 教職課程履修規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、星槎大学学則（以下「学則」という。）第３８条５に基づき、星槎大学（以下「本

学」という。）における教職課程（以下「本課程」という。）の履修に関し必要な事項を定める。 

 

（定義） 

第２条 本課程を履修し教育職員免許状を取得しようとする者は、「教育職員免許法」および、「教育職

員免許法施行規則」に定めるところに従い、本学所定の単位を取得しなければならない。 

 

（教員免許状の種類） 

第３条 本学共生科学部共生科学科各専攻において取得できる教育職員免許状（以下「免許状」という）

は以下のとおりである。 

専 攻 免許状 

共生科学専攻 

中学校教諭一種免許状（社会） 

高等学校教諭一種免許状（地理歴史） 

高等学校教諭一種免許状（公民） 

特別支援学校教諭一種免許状（知的障害者・肢体不自由者･病弱者） 

初等教育専攻 
幼稚園教諭一種免許状 

小学校教諭一種免許状 

スポーツ身体表現専攻 
中学校教諭一種免許状（保健体育） 

高等学校教諭一種免許状（保健体育） 

グローカルコミュニケーション専攻 
中学校教諭一種免許状（英語） 

高等学校教諭一種免許状（英語） 

 

（要件） 

第４条 前条の免許状を取得しようとする者は、以下の条件を充たさなければならない。 

 

１．学則第４６条に定める卒業に必要な要件を充たしていること。 

 

２．幼稚園教諭一種免許状の取得に関する必要単位について 

(１) 以下の教職免許法施行規則第６６条の６に定める科目より、必修単位を含め８単位以上修得してい

ること。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 日本国憲法 ２ １科目 

選択必

修 

英語コミュニケーション

（１） 
２ 

必修 スポーツ（１） １ 
英語コミュニケーション

（２） 
２ 

必修 スポーツ（２） １ 必修 情報処理 ２ 
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(２) 以下の領域及び保育内容の指導法に関する科目より、必修単位を含め２４単位以上修得している

と。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 保育内容（健康） ２ 必修 保育内容の指導法（健康） ２ 

必修 保育内容（人間関係） ２ 必修 
保育内容の指導法（人間

関係） 
２ 

必修 保育内容（環境） ２ 必修 保育内容の指導法（環境） ２ 

必修 保育内容（言葉） ２ 必修 保育内容の指導法（言葉） ２ 

必修 保育内容（音楽表現） ２ 必修 
保育内容の指導法（音楽

表現） 
２ 

必修 保育内容（造形表現） ２ 必修 
保育内容の指導法（造形

表現） 
２ 

   選択 
保育内容の指導法（総合

演習） 
２ 

 

 (３) 以下の教育の基礎的理解に関する科目等より、必修単位を含め２５単位以上修得していること。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 教育原理（初等） ２ 必修 教育方法・技術論（初等） ２ 

必修 教職概論（初等） ２ 必修 幼児理解の理論と方法 ２ 

必修 
教育経営・学校安全論（初

等） 
２ 必修 教育相談（初等） ２ 

必修 教育心理学（初等） ２ 必修 教育実習（初等）（１） ５ 

必修 
特別の支援を必要とする

幼児・児童の理解 
２ 選択 教育実習（初等）（２） ３ 

必修 教育課程論（初等） ２ 必修 教職実践演習（初等） ２ 

 

(４) 先に示した領域及び保育内容の指導法に関する科目、教育の基礎的理解に関する科目等及び以下の
大学が独自に設定する科目も含め５１単位以上修得していること。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

選択 生涯学習論 ２ 選択 授業実践演習(初等) ２ 

選択 発達障害概論 ２ 選択 
アクティブラーニング演

習 
２ 

選択 
持続可能な開発のための

教育（ESD） 
２ 選択 

多様な幼児・児童の支援

演習 
２ 

選択 
世界の教育事情とカリキ

ュラム・マネジメント 
２ 選択 

学校ボランティア(初等)

Ⅰ 
１ 

選択 
ワーク・ライフ・バランス

論 
２ 選択 

学校ボランティア(初等)

Ⅱ 
１ 

 

 

 

 



３．小学校教諭一種免許状の取得に関する必要単位について 

(１) 以下の教職免許法施行規則第６６条の６に定める科目より、必修単位を含め８単位以上修得してい

ること。 

 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 日本国憲法 ２ 
１科目 

選択必修 

英語コミュニケーショ

ン（１） 
２ 

必修 スポーツ（１） １ 
英語コミュニケーショ

ン（２） 
２ 

必修 スポーツ（２） １ 必修 情報処理 ２ 

 

(２) 以下の教科及び教科の指導法に関する科目より、必修単位を含め４０単位以上修得していること。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 教科（国語） ２ 必修 初等教科教育法（国語） ２ 

必修 教科（社会） ２ 必修 初等教科教育法（社会） ２ 

必修 教科（算数） ２ 必修 初等教科教育法（算数） ２ 

必修 教科（理科） ２ 必修 初等教科教育法（理科） ２ 

必修 教科（生活） ２ 必修 初等教科教育法（生活） ２ 

必修 教科（音楽） ２ 必修 初等教科教育法（音楽） ２ 

必修 教科（図画工作） ２ 必修 初等教科教育法（図画工作） ２ 

必修 教科（家庭） ２ 必修 初等教科教育法（家庭） ２ 

必修 教科（体育） ２ 必修 初等教科教育法（体育） ２ 

必修 教科（外国語） ２ 必修 初等教科教育法（外国語） ２ 

 

(３) 以下の教育の基礎的理解に関する科目等より、必修単位を含め２９単位以上修得していること。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 教育原理（初等） ２ 必修 特別活動の指導法（初等） １ 

必修 教職概論（初等） ２ 必修 教育方法・技術論（初等） ２ 

必修 教育経営・学校安全論（初等） ２ 必修 生徒・進路指導論（初等） ２ 

必修 教育心理学（初等） ２ 必修 教育相談（初等） ２ 

必修 
特別の支援を必要とする幼

児・児童の理解 
２ 必修 教育実習（初等）（１） ５ 

必修 教育課程論（初等） ２ 選択 教育実習（初等）（２） ３ 

必修 道徳の理論・指導法（初等） ２ 必修 教職実践演習（初等） ２ 

必修 
総合的な学習の時間の指導法

（初等） 
１ 

 

(４) 先に示した教科及び教科の指導法に関する科目、教育の基礎的理解に関する科目等及び以下の大学
が独自に設定する科目も含め５９単位以上修得していること。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

選択 生涯学習論 ２ 選択 授業実践演習(初等) ２ 

選択 発達障害概論 ２ 選択 アクティブラーニング演 ２ 



習 

選択 
持続可能な開発のための

教育（ESD） 
２ 選択 

多様な幼児・児童の支援

演習 
２ 

選択 
世界の教育事情とカリキ

ュラム・マネジメント 
２ 選択 

学校ボランティア(初等)

Ⅰ 
１ 

選択 
ワーク・ライフ・バランス

論 
２ 選択 

学校ボランティア(初等)

Ⅱ 
１ 

 

４．中学校教諭一種免許状の取得に関する必要単位について 

 (１)社会 

ア.以下の教職免許法施行規則第６６条の６に定める科目より、必修単位を含め８単位以上修得している

こと。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 日本国憲法 ２ 
１科目 

選択必修 

英語コミュニケーショ

ン（１） 
２ 

必修 スポーツ（１） １ 
英語コミュニケーショ

ン（２） 
２ 

必修 スポーツ（２） １ 必修 情報処理 ２ 

 

イ．以下の教科及び教科の指導法に関する科目より、必修単位を含め２８単位以上修得していること。 

 ①教科に関する専門的事項 

区分 科目名 単位

数 

区分 科目名 単位数 

必修 歴史概説Ⅰ ２ いずれか１科

目選択必修 

社会学 ２ 

必修 歴史概説Ⅱ ２ 経済学 ２ 

選択 アジアの近代と社会 ２ 

１科目以上   

選択必修 

医療社会学 ２ 

必修 地理概説Ⅰ ２ 比較文化論 ２ 

１科目以上    

選択必修 

地理概説Ⅱ ２ 環境社会学 ２ 

風土と内発的発展 ２ 
国際ジャーナリズム

論 
２ 

地理情報システム（GIS）

演習 
２ 

問題解決のための国

際協働論 
２ 

必修 法学Ⅰ ２ いずれか１科

目選択必修 

哲学・倫理学 ２ 

１科目以上  

選択必修 

法学Ⅱ ２ 宗教学 ２ 

国際法 ２ １科目以上   

選択必修 

環境倫理 ２ 

国際関係論 ２ 公共哲学 ２ 

環境法 ２ 

政治学 ２ 

  

 

 



②教科及び教科の指導法に関する科目における複数の事項を合わせた内容に係る科目 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

選択 公共演習 ２ 選択 人権演習 ２ 

選択 平和演習 ２ 

 

③各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 社会科公民科指導法Ⅰ ２ 必修 社会科公民科指導法Ⅲ ２ 

必修 社会科公民科指導法Ⅱ ２ 必修 社会科公民科指導法Ⅳ ２ 

 

ウ．以下の教育の基礎的理解に関する科目等より、必修単位を含め２９単位以上修得していること。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 教育原理（中等） ２ 必修 特別活動の指導法（中等） １ 

必修 教職概論（中等） ２ 必修 教育方法・技術論（中等） ２ 

必修 教育経営・学校安全論（中等） ２ 必修 生徒・進路指導論（中等） ２ 

必修 教育心理学（中等） ２ 必修 教育相談（中等） ２ 

必修 
特別の支援を必要とする生徒

の理解 
２ 必修 教育実習（中等）Ⅰ（１） ５ 

必修 教育課程論（中等） ２ 選択 教育実習（中等）Ⅰ（２） ３ 

必修 道徳の理論・指導法（中等） ２ 選択 教育実習（中等）Ⅱ ３ 

必修 
総合的な学習の時間の指導法

（中等） 
１ 必修 教職実践演習（中等） ２ 

 

エ．先に示した教科及び教科の指導法に関する科目、教育の基礎的理解に関する科目等及び以下の大学が

独自に設定する科目も含め５９単位以上修得していること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

選択 生涯学習論 ２ 選択 授業実践演習（中等） ２ 

選択 発達障害概論 ２ 選択 アクティブラーニング演習 ２ 

選択 
持続可能な開発のための教育

（ESD） 
２ 選択 多様な生徒の支援演習 ２ 

選択 
世界の教育事情とカリキュラ

ム・マネジメント 
２ 選択 学校ボランティア(中等)Ⅰ １ 

選択 ワーク・ライフ・バランス論 ２ 選択 学校ボランティア(中等)Ⅱ １ 



(２)保健体育 

ア．以下の教職免許法施行規則第６６条の６に定める科目より、必修単位を含め８単位以上修得している

こと。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 日本国憲法 ２ １科目 

選択必

修 

英語コミュニケーショ

ン（１） 
２ 

必修 スポーツ（１） １ 
英語コミュニケーショ

ン（２） 
２ 

必修 スポーツ（２） １ 必修 情報処理 ２ 

 

イ．以下の教科及び教科の指導法に関する科目より、必修単位を含め３３単位以上修得していること。 

①教科に関する専門的事項 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 体つくり運動 １ 必修 運動学 ２ 

必修 器械体操 １ 必修 生理学 ２ 

必修 陸上 １ 必修 スポーツ生理学 ２ 

必修 水泳 １ 選択 解剖学 ２ 

必修 野球 １ 必修 衛生学 ２ 

必修 サッカー １ 必修 公衆衛生学 ２ 

必修 バレーボール １ 必修 学校保健概論 ２ 

必修 柔道 １ 必修 救急処置法 ２ 

必修 ダンス １ 

選択 バドミントン １ 

１科目 

選択必修 

スポーツ原理 ２ 

スポーツ心理学 ２ 

スポーツ経営管理論 ２ 

スポーツ社会学 ２ 

体育史 ２ 

 

②教科及び教科の指導法に関する科目における複数の事項を合わせた内容に係る科目 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

選択 陸上演習 ２ 選択 武道演習 ２ 

選択 球技演習 ２ 選択 ダンス演習 ２ 

 

③各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 保健体育科指導法Ⅰ ２ 必修 保健体育科指導法Ⅲ ２ 

必修 保健体育科指導法Ⅱ ２ 必修 保健体育科指導法Ⅳ ２ 

 

ウ．以下の教育の基礎的理解に関する科目等より、必修単位を含め２９単位以上修得していること。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 



必修 教育原理（中等） ２ 必修 特別活動の指導法（中等） １ 

必修 教職概論（中等） ２ 必修 教育方法・技術論（中等） ２ 

必修 教育経営・学校安全論（中等） ２ 必修 生徒・進路指導論（中等） ２ 

必修 教育心理学（中等） ２ 必修 教育相談（中等） ２ 

必修 
特別の支援を必要とする生徒

の理解 
２ 必修 教育実習（中等）Ⅰ（１） ５ 

必修 教育課程論（中等） ２ 選択 教育実習（中等）Ⅰ（２） ３ 

必修 道徳の理論・指導法（中等） ２ 選択 教育実習（中等）Ⅱ ３ 

必修 
総合的な学習の時間の指導法

（中等） 
１ 必修 教職実践演習（中等） ２ 

 
 
エ．先に示した教科及び教科の指導法に関する科目、教育の基礎的理解に関する科目等及び以下の大学が
独自に設定する科目も含め５９単位以上修得していること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３)英語 

ア．以下の教職免許法施行規則第６６条の６に定める科目より、必修単位を含め８単位以上修得している

こと。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 日本国憲法 ２ １科目 

選択必

修 

英語コミュニケーショ

ン（１） 
２ 

必修 スポーツ（１） １ 
英語コミュニケーショ

ン（２） 
２ 

必修 スポーツ（２） １ 必修 情報処理 ２ 

 

イ．以下の教科及び教科の指導法に関する科目より、必修単位を含め２８単位以上修得していること。 

①教科に関する専門的事項 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 英語学概論Ⅰ ２ 選択 英語表現（writing） ２ 

必修 英語学概論Ⅱ ２ 選択 英語表現（conversation） ２ 

必修 英語文学論（１） ２ 選択 英語表現（presentation） ２ 

選択 英語文学論（２） ２ 必修 異文化理解 ２ 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

選択 生涯学習論 ２ 選択 授業実践演習（中等） ２ 

選択 発達障害概論 ２ 選択 
アクティブラーニング演

習 
２ 

選択 
持続可能な開発のための教育

（ESD） 
２ 選択 多様な生徒の支援演習 ２ 

選択 
世界の教育事情とカリキュラ

ム・マネジメント 
２ 選択 

学校ボランティア(中等)

Ⅰ 
１ 

選択 ワーク・ライフ・バランス論 ２ 選択 
学校ボランティア(中等)

Ⅱ 
１ 



必修 英語文学講読（１） ２ 選択 
異文化間コミュニケーシ

ョン 
２ 

選択 英語文学講読（２） ２ 選択 国際関係論 ２ 

必修 
実践英語コミュニケーショ

ンⅠ 
２ 選択 比較文化論 ２ 

必修 
実践英語コミュニケーショ

ンⅡ 
２ 選択 国際ジャーナリズム論 ２ 

 

②教科及び教科の指導法に関する科目における複数の事項を合わせた内容に係る科目 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

選択 英語演習（１） ２ 選択 英語演習（２） ２ 

 

③各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 英語科指導法Ⅰ ２ 必修 英語科指導法Ⅲ ２ 

必修 英語科指導法Ⅱ ２ 必修 英語科指導法Ⅳ ２ 

 

ウ．以下の教育の基礎的理解に関する科目等より、必修単位を含め２９単位以上修得していること。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 教育原理（中等） ２ 必修 特別活動の指導法（中等） １ 

必修 教職概論（中等） ２ 必修 教育方法・技術論（中等） ２ 

必修 教育経営・学校安全論（中等） ２ 必修 生徒・進路指導論（中等） ２ 

必修 教育心理学（中等） ２ 必修 教育相談（中等） ２ 

必修 
特別の支援を必要とする生徒

の理解 
２ 必修 教育実習（中等）Ⅰ（１） ５ 

必修 教育課程論（中等） ２ 選択 教育実習（中等）Ⅰ（２） ３ 

必修 道徳の理論・指導法（中等） ２ 選択 教育実習（中等）Ⅱ ３ 

必修 
総合的な学習の時間の指導法

（中等） 
１ 必修 教職実践演習（中等） ２ 

 
エ．先に示した教科及び教科の指導法に関する科目、教育の基礎的理解に関する科目等及び以下の大学が
独自に設定する科目も含め５９単位以上修得していること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

選択 生涯学習論 ２ 選択 授業実践演習（中等） ２ 

選択 発達障害概論 ２ 選択 
アクティブラーニング演

習 
２ 

選択 
持続可能な開発のための教育

（ESD） 
２ 選択 多様な生徒の支援演習 ２ 

選択 
世界の教育事情とカリキュラ

ム・マネジメント 
２ 選択 

学校ボランティア(中等)

Ⅰ 
１ 

選択 ワーク・ライフ・バランス論 ２ 選択 
学校ボランティア(中等)

Ⅱ 
１ 



５．高等学校教諭一種免許状の取得に関する必要単位について 

(１)地理歴史 

ア．以下の教職免許法施行規則第６６条の６に定める科目より、必修単位を含め８単位以上修得している

こと。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 日本国憲法 ２ 
１科目 

選択必修 

英語コミュニケーショ

ン（１） 
２ 

必修 スポーツ（１） １ 
英語コミュニケーショ

ン（２） 
２ 

必修 スポーツ（２） １ 必修 情報処理 ２ 

イ．以下の教科及び教科の指導法に関する科目より、必修単位を含め２４単位以上修得していること。 

 ①教科に関する専門的事項 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 日本史Ⅰ ２ 必修 人文地理学 ２ 

必修 日本史Ⅱ ２ 必修 自然地理学 ２ 

選択 日本史演習 ２ 選択 地理概説Ⅰ ２ 

選択 歴史概説Ⅰ ２ 選択 地理概説Ⅱ ２ 

必修 外国史Ⅰ ２ 選択 
地理情報システム（GIS）

演習 
２ 

必修 外国史Ⅱ ２ 必修 地誌概論 ２ 

選択 外国史演習 ２ 必修 地誌 ２ 

選択 歴史概説Ⅱ ２ 選択 風土と内発的発展 ２ 

選択 アジアの近代と社会 ２    

 

②各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 地理歴史科指導法Ⅰ ２ 選択 地理歴史科指導法Ⅱ ２ 

 

ウ．以下の教育の基礎的理解に関する科目等より、必修単位を含め２５単位以上修得していること。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 教育原理（中等） ２ 必修 教育方法・技術論（中等） ２ 

必修 教職概論（中等） ２ 必修 生徒・進路指導論（中等） ２ 

必修 
教育経営・学校安全論（中

等） 
２ 必修 教育相談（中等） ２ 

必修 教育心理学（中等） ２ 必修 教育実習（中等）Ⅰ（２） ３ 

必修 
特別の支援を必要とする生

徒の理解 
２ 選択 教育実習（中等）Ⅰ（１） ５ 

必修 教育課程論（中等） ２ 選択 教育実習（中等）Ⅱ ３ 

必修 
総合的な学習の時間の指導

法（中等） 
１ 必修 教職実践演習（中等） ２ 

必修 特別活動の指導法（中等） １ 



エ．先に示した教科及び教科の指導法に関する科目、教育の基礎的理解に関する科目等及び以下の大学が

独自に設定する科目も含め５９単位以上修得していること。 

 

 

 

(２)公

民 

ア．以

下の教

職免許

法施行

規則第６６条の６に定める科目より、必修単位を含め８単位以上修得していること。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 日本国憲法 ２ 
１科目 

選択必修 

英語コミュニケーショ

ン（１） 
２ 

必修 スポーツ（１） １ 
英語コミュニケーショ

ン（２） 
２ 

必修 スポーツ（２） １ 必修 情報処理 ２ 

 

イ．以下の教科及び教科の指導法に関する科目より、必修単位を含め２４単位以上修得していること。 

 ①教科に関する専門的事項 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 法学Ⅰ ２ いずれか

１科目選

択必修 

哲学・倫理学 ２ 

必修 国際法 ２ 宗教学 ２ 

１科目以

上 

選択必修 

法学Ⅱ ２ 
１科目以

上 

選択必修 

心理学（１） ２ 

国際関係論 ２ 心理学（２） ２ 

環境法 ２ 環境倫理 ２ 

政治学 ２ 公共哲学 ２ 

いずれか

１科目選

択必修 

社会学 ２ 

経済学 ２ 

１科目以

上 

選択必修 

医療社会学 ２ 

比較文化論 ２ 

環境社会学 ２ 

国際ジャーナリズム論 ２ 

問題解決のための国際協

働論 
２ 

 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

選択 生涯学習論 ２ 選択 授業実践演習（中等） ２ 

選択 
道徳の理論・指導法（中

等） 
２ 選択 

アクティブラーニング演

習 
２ 

選択 発達障害概論 ２ 選択 多様な生徒の支援演習 ２ 

選択 
持続可能な開発のための

教育（ESD） 
２ 選択 

学校ボランティア(中等)

Ⅰ 
１ 

選択 
世界の教育事情とカリキ

ュラム・マネジメント 
２ 選択 

学校ボランティア(中等)

Ⅱ 
１ 

選択 
ワーク・ライフ・バランス

論 
２ 



②教科及び教科の指導法に関する科目における複数の事項を合わせた内容に係る科目 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

選択 公共演習 ２ 選択 人権演習 ２ 

選択 平和演習 ２ 

 

③各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 社会科公民科指導法Ⅰ ２ 選択 社会科公民科指導法Ⅲ ２ 

必修 社会科公民科指導法Ⅱ ２ 選択 社会科公民科指導法Ⅳ ２ 

 

ウ．以下の教育の基礎的理解に関する科目等より、必修単位を含め２５単位以上修得していること。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 教育原理（中等） ２ 必修 教育方法・技術論（中等） ２ 

必修 教職概論（中等） ２ 必修 生徒・進路指導論（中等） ２ 

必修 
教育経営・学校安全論（中

等） 
２ 必修 教育相談（中等） ２ 

必修 教育心理学（中等） ２ 必修 教育実習（中等）Ⅰ（２） ３ 

必修 
特別の支援を必要とする生

徒の理解 
２ 選択 教育実習（中等）Ⅰ（１） ５ 

必修 教育課程論（中等） ２ 選択 教育実習（中等）Ⅱ ３ 

必修 
総合的な学習の時間の指導

法（中等） 
１ 必修 教職実践演習（中等） ２ 

必修 特別活動の指導法（中等） １ 

 

エ．先に示した教科及び教科の指導法に関する科目、教育の基礎的理解に関する科目等及び以下の大学が

独自に設定する科目も含め５９単位以上修得していること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

選択 生涯学習論 ２ 選択 授業実践演習（中等） ２ 

選択 
道徳の理論・指導法（中

等） 
２ 選択 

アクティブラーニング演

習 
２ 

選択 発達障害概論 ２ 選択 多様な生徒の支援演習 ２ 

選択 
持続可能な開発のための

教育（ESD） 
２ 選択 

学校ボランティア(中等)

Ⅰ 
１ 

選択 
世界の教育事情とカリキ

ュラム・マネジメント 
２ 選択 

学校ボランティア(中等)

Ⅱ 
１ 

選択 
ワーク・ライフ・バランス

論 
２ 



(３)保健体育 

ア．以下の教職免許法施行規則第６６条の６に定める科目より、必修単位を含め８単位以上修得している

こと。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 日本国憲法 ２ 
１科目 

選択必修 

英語コミュニケーショ

ン（１） 
２ 

必修 スポーツ（１） １ 
英語コミュニケーショ

ン（２） 
２ 

必修 スポーツ（２） １ 必修 情報処理 ２ 

 

イ．以下の教科及び教科の指導法に関する科目より、必修単位を含め２９単位以上修得していること。 

 ①教科に関する専門的事項 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 体つくり運動 １ 必修 運動学 ２ 

必修 器械体操 １ 必修 生理学 ２ 

必修 陸上 １ 必修 スポーツ生理学 ２ 

必修 水泳 １ 選択 解剖学 ２ 

必修 野球 １ 必修 衛生学 ２ 

必修 サッカー １ 必修 公衆衛生学 ２ 

必修 バレーボール １ 必修 学校保健概論 ２ 

必修 柔道 １ 必修 救急処置法 ２ 

必修 ダンス １ 

選択 バドミントン １ 

１科目 

選択必修 

スポーツ原理 ２ 

スポーツ心理学 ２ 

スポーツ経営管理論 ２ 

スポーツ社会学 ２ 

体育史 ２ 

 

②教科及び教科の指導法に関する科目における複数の事項を合わせた内容に係る科目 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

選択 陸上演習 ２ 選択 武道演習 ２ 

選択 球技演習 ２ 選択 ダンス演習 ２ 

 

③各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 保健体育科指導法Ⅰ ２ 選択 保健体育科指導法Ⅲ ２ 

必修 保健体育科指導法Ⅱ ２ 選択 保健体育科指導法Ⅳ ２ 

 

 

 



ウ．以下の教育の基礎的理解に関する科目等より、必修単位を含め２５単位以上修得していること。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 教育原理（中等） ２ 必修 教育方法・技術論（中等） ２ 

必修 教職概論（中等） ２ 必修 生徒・進路指導論（中等） ２ 

必修 
教育経営・学校安全論（中

等） 
２ 必修 教育相談（中等） ２ 

必修 教育心理学（中等） ２ 必修 教育実習（中等）Ⅰ（２） ３ 

必修 
特別の支援を必要とする生

徒の理解 
２ 選択 教育実習（中等）Ⅰ（１） ５ 

必修 教育課程論（中等） ２ 選択 教育実習（中等）Ⅱ ３ 

必修 
総合的な学習の時間の指導

法（中等） 
１ 必修 教職実践演習（中等） ２ 

必修 特別活動の指導法（中等） １ 

 
エ．先に示した教科及び教科の指導法に関する科目、教育の基礎的理解に関する科目等及び以下の大学が
独自に設定する科目も含め５９単位以上修得していること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４)英語 

ア．以下の教職免許法施行規則第６６条の６に定める科目より、必修単位を含め８単位以上修得している

こと。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 日本国憲法 ２ 
１科目 

選択必修 

英語コミュニケーショ

ン（１） 
２ 

必修 スポーツ（１） １ 
英語コミュニケーショ

ン（２） 
２ 

必修 スポーツ（２） １ 必修 情報処理 ２ 

 

 

 

 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

選択 生涯学習論 ２ 選択 授業実践演習（中等） ２ 

選択 道徳の理論・指導法（中等） ２ 選択 
アクティブラーニング

演習 
２ 

選択 発達障害概論 ２ 選択 多様な生徒の支援演習 ２ 

選択 
持続可能な開発のための教

育（ESD） 
２ 選択 

学校ボランティア(中

等)Ⅰ 
１ 

選択 
世界の教育事情とカリキュ

ラム・マネジメント 
２ 選択 

学校ボランティア(中

等)Ⅱ 
１ 

選択 
ワーク・ライフ・バランス

論 
２ 



イ．以下の教科及び教科の指導法に関する科目より、必修単位を含め２４単位以上修得していること。 

①教科に関する専門的事項 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 英語学概論Ⅰ ２ 選択 英語表現（writing） ２ 

必修 英語学概論Ⅱ ２ 選択 英語表現（conversation） ２ 

必修 英語文学論（１） ２ 選択 英語表現（presentation） ２ 

選択 英語文学論（２） ２ 必修 異文化理解 ２ 

必修 英語文学講読（１） ２ 選択 
異文化間コミュニケーシ

ョン 
２ 

選択 英語文学講読（２） ２ 選択 国際関係論 ２ 

必修 
実践英語コミュニケーショ

ンⅠ 
２ 選択 比較文化論 ２ 

必修 
実践英語コミュニケーショ

ンⅡ 
２ 選択 国際ジャーナリズム論 ２ 

 

②教科及び教科の指導法に関する科目における複数の事項を合わせた内容に係る科目 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

選択 英語演習（１） ２ 選択 英語演習（２） ２ 

 

③各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 英語科指導法Ⅰ ２ 選択 英語科指導法Ⅲ ２ 

必修 英語科指導法Ⅱ ２ 選択 英語科指導法Ⅳ ２ 

 

ウ．以下の教育の基礎的理解に関する科目等より、必修単位を含め２５単位以上修得していること。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

必修 教育原理（中等） ２ 必修 教育方法・技術論（中等） ２ 

必修 教職概論（中等） ２ 必修 生徒・進路指導論（中等） ２ 

必修 教育経営・学校安全論（中等） ２ 必修 教育相談（中等） ２ 

必修 教育心理学（中等） ２ 選択 教育実習（中等）Ⅰ（１） ５ 

必修 
特別の支援を必要とする生徒

の理解 
２ 必修 教育実習（中等）Ⅰ（２） ３ 

必修 教育課程論（中等） ２ 選択 教育実習（中等）Ⅱ ３ 

必修 
総合的な学習の時間の指導法

（中等） 
１ 必修 教職実践演習（中等） ２ 

必修 特別活動の指導法（中等） １    

 
 
エ．先に示した教科及び教科の指導法に関する科目、教育の基礎的理解に関する科目等及び以下の大学が
独自に設定する科目も含め５９単位以上修得していること。 

区分 科目名 単位数 区分 科目名 単位数 

選択 生涯学習論 ２ 選択 授業実践演習（中等） ２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．特別支援学校教諭一種免許状（知的障害者・肢体不自由者･病弱者）の取得に関する必要単位について 

 

(１) 小学校･中学校･高等学校又は幼稚園の教諭の普通免許状を有しているまたは取得見込みであるこ

と。 

 

(２) 以下の特別支援教育に関する科目より、必修単位を含め２９単位以上修得していること。 

区分 科目名 単位

数 

区分 科目名 単位

数 

必修 特別支援教育論 ２ 必修 聴覚障害教育総論 ２ 

選択 障害児教育総論 ２ 必修 視覚障害教育総論 ２ 

必修 知的障害児・者の心理・生理・病理 ２ 必修 発達障害概論 ２ 

必修 肢体不自由児・者の心理・生理・病理 ２ 選択 発達障害教育指導法(１) ２ 

必修 病弱児・者の心理・生理・病理 ２ 選択 発達障害教育指導法(２) ２ 

必修 知的障害児・者への支援 ２ 選択 
発達障害の判定とその教育

的対応Ⅰ 
１ 

必修 肢体不自由児・者への支援 ２ 選択 
発達障害の判定とその教育

的対応Ⅱ 
１ 

必修 病弱児・者への支援 ２ 選択 自閉症児・者の心理 ２ 

必修 知的障害教育総論 ２ 選択 自閉症児・者への支援 ２ 

必修 肢体不自由教育総論 ２ 必修 教育実習（特別支援） ３ 

必修 病弱教育総論 ２ 

 

（教育実習の要件） 

第５条 「教育実習」は、以下に掲げる要件を満たす者に限って履修できるものとする。 

１．共通要件 

 ①総修得単位数 

学士未取得者 学士既取得者 

総修得単位数が９３単位以上であること なし 

 

 ②ガイダンス 

  以下のガイダンス等に参加していること。 

ガイダンス名 参加年度 

選択 道徳の理論・指導法（中等） ２ 選択 
アクティブラーニング演

習 
２ 

選択 発達障害概論 ２ 選択 多様な生徒の支援演習 ２ 

選択 
持続可能な開発のための教育

（ESD） 
２ 選択 

学校ボランティア(中等)

Ⅰ 
１ 

選択 
世界の教育事情とカリキュラ

ム・マネジメント 
２ 選択 

学校ボランティア(中等)

Ⅱ 
１ 

選択 ワーク・ライフ・バランス論 ２    



教職課程ガイダンス 教職課程登録年度以降 

教育実習ガイダンス 教育実習を履修する年度 

教育実習内諾活動ガイダンス 教育実習内諾活動を行う年度 

内諾活動事前面談 教育実習内諾活動を行う年度 

介護等の体験ガイダンス 介護等の体験を行う年度（小・中のみ） 

 

 ③本学で懲戒処分を受けていない者 

 

２．科目履修要件 

 ①幼稚園教諭一種免許状 

６６条の６に関する

科目 

「日本国憲法」「体育」「外国語コミュニケーション」「情報機器の操作」

の４区分のうち、３区分（６単位）以上修得していること。 

領域及び保育内容の

指導法に関する科目 

【領域に関する専門的事項】より３科目以上 

【保育内容の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）】より３科目以

上を修得していること。 

教育の基礎的理解に

関する科目等 

以下の必修５科目を修得していること。 

「教育原理（初等）」「教職概論（初等）」「特別の支援を必要とする幼児・

児童の理解」「教育課程論（初等）」「教育方法・技術論（初等）」 

②小学校教諭一種免許状 

６６条の６に関する

科目 

「日本国憲法」「体育」「外国語コミュニケーション」「情報機器の操作」

の４区分のうち、３区分（６単位）以上修得していること。 

教科及び教科の指導

法に関する科目 

【教科に関する専門的事項】より５科目以上 

【各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）】より５科目以上

を修得していること。 

教育の基礎的理解に

関する科目等 

以下の必修６科目以上を修得していること。 

「教育原理（初等）」「教職概論（初等）」「特別の支援を必要とする幼児・

児童の理解」「教育課程論（初等）」「道徳の理論・指導法（初等）」「教育

方法・技術論（初等）」 

 

 ③中学校教諭一種免許状（社会） 

６６条の６に関する

科目 

「日本国憲法」「体育」「外国語コミュニケーション」「情報機器の操作」

の４区分のうち、３区分（６単位）以上修得していること。 

教科及び教科の指導

法に関する科目 

以下の必須科目８科目を修得していること。 

【教科に関する専門的事項】より「歴史概説Ⅰ」「歴史概説Ⅱ」「地理概

説Ⅰ」「法学Ⅰ」の４科目修得必須。 

「社会学」「経済学」のいずれか１科目及び「哲学・倫理学」「宗教学」

のいずれか１科目 

【各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）】より 

「社会科公民科指導法Ⅰ」「社会科公民科指導法Ⅱ」の２科目修得必須。 

教育の基礎的理解に

関する科目等 

以下の必修６科目を修得していること。 

「教育原理（中等）」「教職概論（中等）」「特別の支援を必要とする生徒

の理解」 



「教育課程論（中等）」「道徳の理論・指導法（中等）」「教育方法・技術

論（中等）」  

 

 ④中学校教諭一種免許状（保健体育） 

６６条の６に関す

る科目 

「日本国憲法」「体育」「外国語コミュニケーション」「情報機器の操作」

の４区分のうち、３区分（６単位）以上修得していること。 

教科及び教科の指

導法に関する科目 

以下の合計１１科目を修得していること。 

【教科に関する専門的事項】より必修科目（選択必須科目含む）９科目

以上 

【各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）】より 

「保健体育科指導法Ⅰ」「保健体育科指導法Ⅱ」の２科目 

教育の基礎的理解

に関する科目等 

以下の必修６科目を修得していること。 

「教育原理（中等）」「教職概論（中等）」「特別の支援を必要とする生徒

の理解」 

「教育課程論（中等）」「道徳の理論・指導法（中等）」「教育方法・技術

論（中等）」 

 

 

⑤中学校教諭一種免許状（英語） 

６６条の６に関する

科目 

「日本国憲法」「体育」「外国語コミュニケーション」「情報機器の操作」

の４区分のうち、３区分（６単位）以上修得していること。 

教科及び教科の指導

法に関する科目 

以下の必須９科目を修得していること。 

【教科に関する専門的事項】より 

「英語学概論Ⅰ」・「英語学概論Ⅱ」・「英語文学論（１）」・「英語文学講読

（１）」 

「実践英語コミュニケーションⅠ」「実践英語コミュニケーションⅡ」「異

文化理解」 

の７科目修得必須。 

【各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）】より 

「英語科指導法Ⅰ」「英語科指導法Ⅱ」の２科目修得必須。 

教育の基礎的理解に

関する科目等 

以下の必修６科目を修得していること。 

「教育原理（中等）」「教職概論（中等）」「特別の支援を必要とする生徒

の理解」 

「教育課程論（中等）」「道徳の理論・指導法（中等）」「教育方法・技術

論（中等）」  

 

⑥高等学校教諭一種免許状（地理歴史） 

６６条の６に関する

科目 

「日本国憲法」「体育」「外国語コミュニケーション」「情報機器の操作」

の４区分のうち、３区分（６単位）以上修得していること。 

教科及び教科の指導

法に関する科目 

以下の必須１０科目を修得していること。 

【教科に関する専門的事項】より 

「日本史Ⅰ」・「日本史Ⅱ」・「外国史Ⅰ」・「外国史Ⅱ」「人文地理学」「自



然地理学」「地誌概論」「地誌」の８科目修得必須。 

【各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）】より 

「地理歴史科指導法Ⅰ」「地理歴史科指導法Ⅱ」の２科目修得必須。 

教育の基礎的理解に

関する科目等 

以下の必須５科目を修得していること。 

「教育原理（中等）」「教職概論（中等）」「特別の支援を必要とする生徒

の理解」 

「教育課程論（中等）」「教育方法・技術論（中等）」 

 

 ⑦高等学校教諭一種免許状（公民） 

６６条の６に関する

科目 

「日本国憲法」「体育」「外国語コミュニケーション」「情報機器の操作」

の４区分のうち、３区分（６単位）以上修得していること。 

教科及び教科の指導

法に関する科目 

以下の必須６科目を修得していること。 

【教科に関する専門的事項】より「法学Ⅰ」「国際法」２科目必須。 

「社会学」「経済学」のいずれか１科目及び「哲学・倫理学」「宗教学」

のいずれか１科目 

【各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）】より 

「社会科公民科指導法Ⅰ」「社会科公民科指導法Ⅱ」の２科目修得必須。 

教育の基礎的理解に

関する科目等 

以下の必須５科目を修得していること。 

「教育原理（中等）」「教職概論（中等）」「特別の支援を必要とする生徒

の理解」 

「教育課程論（中等）」「教育方法・技術論（中等）」 

 

 ⑧高等学校教諭一種免許状（保健体育） 

６６条の６に関す

る科目 

「日本国憲法」「体育」「外国語コミュニケーション」「情報機器の操作」

の４区分のうち、３区分（６単位）以上修得していること。 

教科及び教科の指

導法に関する科目 

以下の合計１１科目を修得していること。 

【教科に関する専門的事項】より必修科目（選択必須科目含む）９科目

以上 

【各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）】より 

「保健体育科指導法Ⅰ」「保健体育科指導法Ⅱ」の２科目 

教育の基礎的理解

に関する科目等 

以下の必須５科目を修得していること。 

「教育原理（中等）」「教職概論（中等）」「特別の支援を必要とする生徒

の理解」 

「教育課程論（中等）」「教育方法・技術論（中等）」 

 

⑨高等学校教諭一種免許状（英語） 

６６条の６に関す

る科目 

「日本国憲法」「体育」「外国語コミュニケーション」「情報機器の操作」

の４区分のうち、３区分（６単位）以上修得していること。 

教科及び教科の指

導法に関する科目 

以下の必須９科目を修得していること。 

【教科に関する専門的事項】より 

「英語学概論Ⅰ」「英語学概論Ⅱ」「英語文学論（１）」「英語文学講読

（１）」 



「実践英語コミュニケーションⅠ」「実践英語コミュニケーションⅡ」 

「異文化理解」の７科目修得必須。 

【各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）】より 

「英語科指導法Ⅰ」「英語科指導法Ⅱ」の２科目修得必須。 

教育の基礎的理解

に関する科目等 

以下の必須５科目を修得していること。 

「教育原理（中等）」「教職概論（中等）」「特別の支援を必要とする生徒

の理解」 

「教育課程論（中等）」「教育方法・技術論（中等）」 

 

 ⑩特別支援学校教諭一種免許状（知的障害者・肢体不自由者・病弱者） 

次の科目を含めて、必修科目を７科目以上修得していること。 

・「特別支援教育論」 ・「知的障害教育総論」 ・「肢体不自由教育総論」 ・「病弱教育総論」 

・「発達障害概論」 

 

３．特別支援学校教諭一種免許状（知的障害者・肢体不自由者・病弱者）取得のための教育実習について 

 ①基礎となる教員免許状を教育実習実施年度内に取得見込み、もしくは取得済みの場合のみ履修するこ

とができる。 

 ②基礎となる教員免許の教育実習と同年度に履修する場合、その教育実習は基礎となる教員免許状の教

育実習を先に行うこと。 

 

（教育実践演習の要件） 

第６条 「教職実践演習」を履修するためには、免許状取得に必要な単位を修得もしくは修得見込みでな

ければならない。 

 

（教職課程登録申し込み） 

第７条 本課程を履修しようとする者は、定められた期日までに「教職課程登録申込書」を教職総合支援

センターに提出しなければならない。 

 

（費用） 

第８条 前条の届出をした者は定められた期日までに「教職課程登録費」および「教育実習管理費」を納

入しなければならない。ただし、一旦納入した教職課程登録費用については、原則返金しない。 

項 目 金額 備 考 

教職課程登録費 １０,０００円 教職課程を履修する者 

教育実習管理費 

（幼・小免） 
５０,０００円 

｢教育実習（初等）（１）｣を履修する者で、幼稚園・小学校

教諭一種免許状の取得を希望する者 

教育実習管理費 

（幼・小免） 
５０,０００円 

｢教育実習（初等）（２）｣を履修する者で、幼稚園・小学校

教諭一種免許状の取得を希望する者 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

（有効期間） 

第８条の２ 教職課程登録の有効期間について、教育実習を伴う登録は教職実践演習、もしくは教育実習終

了の年度末までとし、登録のみの場合は３年とする。 

 

（改廃） 

第９条 この規程の改廃は、別に定める規程管理規程による。 

 

附則 

 この規程は、２００６（平成１８）年４月１日から施行する。 

 

 平成２１.４.１ 平成２９.４.１ 

 平成２２.４.１ 平成３０.４.１ 

 平成２３.４.１ 平成３１.４.１ 

 平成２５.４.１ 令和２.４.１ 

 平成２６.４.１ 

平成２７.４.１ 

平成２８.４.１ 

令和３.４.１ 

令和３.９.３０ 

令和５.４.１ 

 

教育実習管理費 

（中・高免） 
５０,０００円 

｢教育実習（中等）Ⅰ（１）｣を履修する者で、中学校・高等

学校教諭一種免許状の取得を希望する者 

教育実習管理費 

（中・高免） 
５０,０００円 

｢教育実習（中等）Ⅰ（２）｣「教育実習（中等）Ⅱ」を履修

する者で、中学校・高等学校教諭一種免許状取得を希望す

る者 

教育実習管理費 

（特支免） 
５０,０００円 

｢教育実習（特別支援）」を履修する者で、特別支援学校免

許状の取得を希望する者 



2022 年度 教職ガイダンス 参加者数・アンケート結果 

 

2022 年 4 月 24 日実施 

教職ガイダンス アンケート集計結果（報告書） 

 

2022 年 4 月 24 日（日）に実施された教職ガイダンスのアンケートについて、数値の結

果、記述回答のまとめを以下にご報告いたします。 

 

1． 出席者数 

1 教職課程 

ガイダンス 

2 内諾活動 

ガイダンス 

3 教育実習 

ガイダンス 

4 内諾活動 

事前面接 

270（※） 300（※） 390 282 

（注）「※」の数値は暫定値 

 

２-１．教職課程ガイダンス（アンケート有効回答数： 191 名） 

 

２-２． 
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２-３． 

 
２-4  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２-5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2-6 「教職課程ガイダンス（事務的事項・教育的事項）」の感想を簡単に記入してくださ

い。 

 

・日本全国から教員を仲間と話をすることができて、とても楽しかったです。 

今日のガイダンスで初めてお会いする方々の中で司会をしましたが、年齢や背景

などさまざまな方と心を通わせて話すことが出来て貴重な楽しい体験でした。学

科は違いますが、教師を目指すという同じ目標で一緒にがんばっていきたいと思

いました。 

・zoom のみでなく、会場や、日曜日以外など、幾つかの中から選んで受講でき

るとありがたい。 

・事務的事項のガイダンスは、初めて入学してどうやって単位をとっていけばい

いのか不安に思っていたので、とても参考になりました。 

教育的事項は、自分と同じように学ぶ人と交流がもててやる気がもてました。 

・４０歳を過ぎて教師をめざしているのは自分一人ではなく、共に学び合う学友

がいることに勇気付けられた。 

・WEB 参加については、もう少し日程を増やしてほしいです。 

・普段ひとりでレポート作成に取り組んでいると、どうしても孤独感にさいなま

れますが、今回、同じように教職を目指す方々と意見交流をしたり、なぜ教職を

目指しているのかといった自己紹介を互いにできて、自分も頑張るぞというやる

気を改めて持つことができた。 

教職課程ガイダンスを出席することで、教育実習や自分が目指す教師像を深く考

えることができた。 

・感染症対策のために遠隔開催となったと思うが、会場開催も選択肢にあっても

良かったのかなと思う。 

・事務的ガイダンスは、オンデマンドで時間を気にせずに受けられたのが良かっ

た。リアルタイムのガイダンスは、昼時の微妙な時間で、受けづらいなと感じま

した。午前に終われるといいのではないかと思いました。 

・教職課程ガイダンス、内諾活動ガイダンスと分かれていますが、申込み、アン

ケートが一つにまとまっていると大変助かると感じました。 

・質疑応答の時間が欲しかった。 

・事務的事項の方がより現実味のある話を聞くことができ、有意義であった反

面、昨日の教育的事項はちょっと物足りなさを感じてなりません。事務的事項が

濃いためか、教育的事項の中身の薄さが気になります。 

 

 

 

 



3-１．内諾活動ガイダンス（アンケート有効回答数： 195 名） 

 

3-2  

 
 

 

3-3 

 
 

3-4 「内諾活動ガイダンス」の感想を簡単に記入してください。 

 

・心構えや学校訪問など基礎的なことがわかってよかったが、いつでもみれるよ

うにして欲しい 

・内諾活動には大変な不安を感じています。オンデマンドではなくウェブミーテ

ィングだと同じ不安を抱える生徒間で解消できことが多いのではないかと思いま

す。 

・非常に具体的な内容でわかりやすかった。ただし、そもそも教育実習をやった

ことがない学生からすれば、例えば「学生の母校では教育実習を受け入れていな

い科目があり、「原則卒業生以外受け入れない」としている場合はどのようにお



願いするのが望ましいのか」といった例外的な場合についても触れてほしいと思

った。 

・内諾活動と教育実習は個人としてでなく、星槎大学の学生代表として伺うこと

を忘れずに行動しなくてはならない責任の重大さを感じました。 

・教育実習校は受け入れの義務がなく、指導教員の先生のご厚意で指導していた

だくことを忘れずに、実習に向けて学習に励みたいと思います。 

・分かりやすかったと思います。ですがやはり映像を見ているだけになってしま

いあまり頭には入ってこなかった印象です。 

・服装など身だしなみに気をつけて、元気に、そして熱意が伝わるように内諾活

動を進めて行きたいと思っています。 

・気が抜けそうなときに時々見たいと思った。 

・オンデマンド配信にしてくださったことが本当にありがたかった。内容も初め

て知ることばかりで、受講できて為になったと思います。 

・他の曜日や時間の設定の中で、選ぶことができると有難いと思いました。 

・自己開拓するのかどうかを早く、市の教育委員会に確認しなければならないと

実感した。 

・提出書類のことがわかりやすくまとまっていて為になった。いつでも見られる

ようにしてくれたらありがたいと思いました。 

 

3-5  

 
 

 

 

 

 

 

 



3-6 

 
 

4-1 教育実習ガイダンス（アンケート有効回答数： 183 名） 

 

4-2  

 
4-3  

 



4-4 「教育実習ガイダンス」の感想を簡単に記入してください。 

 

・教育実習について深く知ることができた 

・実習のしおりをもとにガイダンスが進められていて分かりやすく、メモも取り

やすかった。 

・オンデマンドなので、都合がよい時間に見れたり、繰り返し見れたのでよかっ

た。 

・ガイダンスを受けることで教育実習へ行くという気持ちが大きくなり、自覚が

芽生えた。不安な点がなくなり、しっかりこれから準備をして良いものにしてい

こうという気持ちになった。 

・要点がまとまっていて分かりやすかった。 

・この動画はいつでも見られるようにして欲しい。 

・教育実習前にこのようなガイダンスがあることで、安心して実習を行えると感

じた。 

・もう少し詳しく細かく説明が欲しかった！ 

・正直拍子抜け。もっと踏み込んだ内容のガイダンスを受けたい。 

・途中、小さい声でしたが、2～3 人の笑い声が入ってるのが気になりました。教

育実習心構え 10 ヶ条を参考にさせて頂き、実習に励みたいと思います。 

とても参考になりました。 

・時間が短いと思います。教育実習へ行った方の感想なども聞きたかった。 

・手島純先生の御指導を賜ることができてありがたかったです。 

・教育実習までに日がまだあるので、改めて観れるようにできるのでしょうか？ 

観れるとありがたく思います。 

・オンデマンド形式にするのであれば、何分何秒にどんな内容が話されているの

か、レジュメを作った方が良いと感じました。 

・一般的な教育実習の流れ（いつごろから何回くらい授業を行わせてもらうのか

等）や実習までにしておいた方がいいアドバイスなどをもっと教えてもらえると

ありがたいです。 

・もっと学生の主体性を重視してもよいように感じました。これはやっちゃいけ

ない、こうしなさいというルールが多すぎるように感じました。 

 

 

 

 

 

 

 



2022 年 5 月 21 日実施 

教職ガイダンス アンケート集計結果（報告書） 

 

2022 年 5 月 21 日（土）に実施された教職ガイダンスのアンケートについて、数値の結

果、記述回答のまとめを以下にご報告いたします。 

 

2． 出席者数 

1 教職課程 

ガイダンス 

2 内諾活動 

ガイダンス 

3 内諾活動 

事前面接 

247（※） 251（※） 234 

（注）「※」の数値は暫定値 

 

2-1．教職課程ガイダンス（アンケート有効回答数： 181 名） 

 

2-2. 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2-3. 

 
2-4.  

 
2-5 

 
 

 

 



2-6.  「教職課程ガイダンス（事務的事項・教育的事項）」の感想を簡単に記入してくだ

さい。 

 

・グループディスカッションで、様々な年代の人と話すことができて、楽しかっ

たです。 

・心構えができ教育実習に向かう姿勢ができた 

・共に学ぶ他の学生の意見や考え方にふれることで自身にはない視点での見方を

知り刺激になったこと 

・書類手続きや、内諾活動などやることは多く大変だが、やるべきことは明確に

なっているので、一つ一つ期限に注意しながら、しっかりと行って、充実した教

育実習にしていきたいと思った。 

・先生方はお忙しい中、受け入れてくださっていることを肝に銘じて取り組みま

す。 

・「教職課程ガイダンス（教育的事項）」では、実習を受け入れたことがある先

生方から見た実習生について、事例などのお話があれば、なおよかったと思いま

す。 

・ガイダンスがオンデマンドとライブ方式で 2 回行われたことで、事務的な内容

と教育的な内容をそれぞれしっかりと確認することができた。またグループ学習

を行うことで他の教師を目指している方々の理想の教師像や、現在教育の現場で

指導をしている方々がどの様なことを大切にして生徒と向き合っているのかなど

を知ることができ、今後自身が目指す教師像をより鮮明にすることができた。 

・教職課程の見通しがもてた。非常に重要なガイダンスだと思う。 

・免許取得までの道筋が計画的にわかってよかった。教職を一緒に頑張る人たち

のお顔がみられて嬉しく、やる気に繋がった。 

・教育実習を行うために、計画的に学修計画を進めること、また事前準備等につ

いて詳しく理解することが出来た。 

・共生の社会生きていくために、知と慈愛の精神で臨みたいと感じた。 

事務的事項で教員免許状取得においての必要な条件など理解しておくべきところ

を知れてよかったのと、教育的事項で教員に大切な事実習に大切なことなど学べ

てよかったです。 

 

 

 

 

 

 

 



3-1．内諾活動ガイダンス（アンケート有効回答数： 120 名） 

 

3-2.  

 
 

3-4.  

 
3-5.  「内諾活動ガイダンス」の感想を簡単に記入してください。 

 

・大学の学生の代表として行くため、自分の不注意で実習校に迷惑をかけるよう

なことがあってはならないということを改めて理解した。内諾活動の時から実習

は始まっていて、かつ、実習校は任意で実習生を引き受けてくださることを認識

して、強い意識を持ってこれからの活動をしていきたい。 

・説明メインで内容は分かりやすかったが、もう少し具体的な内容や事例などが

あれば、より理解できるものになったと感じた。 

・教育実習の手続きの具体的な流れや星槎大学としての一員という意識を再認識

できた。 

・学生ではなく、教師として見られているという事を念頭に置くことがポイント

だと感じました。 



・"教育実習の内諾までの流れがわかりやすく、理解できました。 

・教育実習に行く心構えを学べた。 

・内諾活動ガイダンスでスケジュールや提出書類などの期限を理解でき、また提

出漏れを防ぐことができたのでよかったです。 

・オンデマンドは自分の空いている時間に見れるのが良かった。 

・選択できる日程が少なかったため少し不便だったが内容は充実していた。 

 

 

3-6.  

 
3-7. 

 
 

 

 

 

 

 



教職課程ガイダンス アンケート集計結果（報告書）   

（2022 年 10 月 15 日実施） 

 

2022 年 10 月 15 日（土）に実施された教職課程ガイダンスのアンケートについて、数値

の結果、記述回答のまとめを以下にご報告いたします。 

 

3． 出席者数 67 名 

 

2-1．教職課程ガイダンス（アンケート有効回答数： 50 名） 

 

2-2 

 
【「長い」を選んだ理由】 

・音声を１．２倍速で聞けるとありがたいと思った（子供がいるため）画面をプリントア

ウトしながら、要点を聞き逃さないように聞いた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2-3. 

 
【「あまり活かせない」を選んだ理由】 

・まだ遠い話でよくわからない部分があった 

・すでに他教科免許状を取得しており、教育実習など必要ではない科目も多いため 

 

2-4.「教職課程ガイダンス（事務的事項）」（オンデマンド方式）で特に印象に残ってい

ることは何ですか？ 

・学修計画を立てる際のポイント 具体的な案内（12 月末までには）がされており、イメ

ージがわきやすい 

・大体の人が学生時代に関わった先生から影響を受けてその人みたいな教師像になってい 

た 

・自分がもう一度どのようなことを思って教師を目指しているのかを再確認することが出

来た 

・何もわからない状態から始めているため、すべてが印象に残った 

・教育実習に行くにあたっての心意気 

・学修計画について 

・色んな職業をしている人がいる事は知っていたが、すでに教員に携わっている人もいる

事が印象的だった 

・教員免許取得の流れ 

・共生社会を目指すというお話と、実習先の戦力になるようにというお話 

・事務手続きで大事なところは、戻ってみたり確認できる点で、オンデマンドで良かった

と思いました 

・スクーリングの受講の仕方や種類 

・星槎大学の教育理念を改めて知ることが出来ました 

・教師の使命について 

 

 



2-6 

 
【「長い」を選んだ理由】 

・何が言いたいのかわかりずらい 

・"ガイダンスで行うというより、教師論などで行う内容かなと思った 

今後の見通しや準備物などを伝えていただけると思っていたので… 

・意見交換をあと１０分短くして、全体で 1 時間がありがたい（子供がいるため） 

【「短い」を選んだ理由】 

・初めて会うメンバーの為コミュニケーションをとるのに時間が掛かり、話を聞いてまと

めるのに時間がかかる 

 

2-7 

 
2-8 「教職課程ガイダンス（教育的事項）」（Web ライブ方式）で特に印象に残っている

ことは何ですか？ 

・グループディスカッション 

・いろいろな人の目指す教師像について知れた 

・先生の方から、君の意見はすごく良いと言われて更にそこから考えが出てくるようにた

くさんお話をして頂いたこと 



・まずは子供たちと信頼関係を築くことが大事で、その上で叱る。決して頭ごなしに叱ら

ないということ。実際に保育士やってるので、意識していきたいと思った 

・教育実習を「やる」のではなく「やらせていただく」という意識を持つこと 

 

2-9「教職課程ガイダンス（事務的事項・教育的事項）」の感想を簡単に記入してくださ

い。 

・教職を取る過程がより明確となった 

・グループディスカッションは、とても効果的だと思いました 

・今回という貴重な機会を与えてくれた星槎大学の先生たちにすごく感謝をしています。

やはり、こうやってたくさんの人と交流することによって更に教師を目指そうという気

持ちがあふれてきました。ありがとうございました 

・改めて、目指す校種が違っても根底は一緒のことを実感することができた 

・必要書類は提出期日を守り、計画的に学んでいこうと思いました 

・不安が少し消えました。ガイダンスを行っていただきありがとうございました 

・各項目を細かく説明して頂けたので、内容が理解しやすかった 

・事務的なこと、また教育的なことともに、免許取得には欠かせないことがよく分かりま

した 

・オンライン大学というもののイメージがつきにくかったが、先生方も優しくて話やすそ

うでよかったと安心した 

・グループ討論の際、メンバー内の目指す校種が幼稚園～高校と様々で、事意見交換がし

にくいのではないかと思っていたが、そうではありませんだした。意見を出し合う中で、

校種を超えた共通の教師像が見えたり、違いを知ることができました。刺激を与えても

らい、学習へのモチベーションが上がりました 

 

 



1 / 4

①「教職課程履修カルテ」

氏名 専攻　

※専攻は科目等履修生は記入不要

区分 科目名 総単位

小学校免許状

修得年度 担当教員 評価 自己評価

学籍番号

今後の課題

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

教科（国語）

教科（生活）

教科（社会） 

教科（算数）

教科（理科 ）

教科（音楽）

教科（図画工作）

教科（家庭）

教科（体育）

教科（外国語）
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区分 科目名 総単位 自己評価 今後の課題修得年度 担当教員 評価

各
教
科
の
指
導
法

（
情
報
通
信
技
術
の
活
用
を
含
む

。

）

初等教科教育法
（国語）

初等教科教育法
（音楽）

初等教科教育法
（算数）

初等教科教育法
（社会）

初等教科教育法
（生活）

初等教科教育法
（理科）

初等教科教育法
（図画工作）

初等教科教育法
（家庭）

初等教科教育法
（体育）

初等教科教育法
（外国語）

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す

る
科
目

教育原理（初等〉

教職概論（初等）

教育経営・学校安
全論（初等）



3 / 4

区分 科目名 総単位 自己評価 今後の課題修得年度 担当教員 評価

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す

る
科
目

教育心理学（初
等）

特別の支援を必
要とする幼児・児
童の理解

教育課程論（初
等）

道
徳

、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び
生
徒
指

導

、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

道徳の理論・指導
法（初等）

総合的な学習の
時間の指導法（初
等）

特別活動の指導
法（初等）

教育方法・技術論
（情報通信技術の
活用含む）（初等）

生徒・進路指導論
（初等）

教育相談（初等）

教
育
実
践

に
関
す
る

科
目 教育実習（初等）（1）

または
教育実習（初等）（２）



4 / 4

介護等体験について

学校ボランティアについて

【留意点】

・このカルテは４年次に履修する「教職実践演習」の提出課題となるほか、今までの学修状況の振り返りとなります。

・３月または９月の単位認定ごとに記入してください。

・４年の「教職実践演習」受講年度の単位認定前の科目については記入時点での振り返りを記入して空欄が無いようにしてください。

・「修得年度」の欄は4月～翌年3月の学校暦としての年度を記入してください。

・他大学で修得された科目については、他大学の様式の「教職課程履修カルテ」をご提出ください。準備ができない場合は教職実践演習履修年度の年度はじめに教職総合支援センターまでご相談ください。

・介護等体験、学校ボランティアは実施された場合のみ記入ください。



②「履修カルテ（自己評価）」　※全校種・教科共通、19・20カリキュラム、13・14カリキュラム共通の様式です。

学籍番号（　　　　　　　　）氏名（　　　　　　　　　　　　　　　）専攻（　　　　　　　　）　※専攻は科目等履修生は記入不要

事前指導後 教育実習後

教育に対する
情熱・使命感

教育に対する情熱・使命感を高めるための努力をしている

教育の重要性
の認識

教育の重要性と社会的意義・責任を深く認識している。

教科教育に関
する専門的知

識
取得する免許に関する専門的知識を十分に有している。

授業実践に関
する力量

授業あるいは模擬授業、プレゼンテーションなどを通じて授
業実践に関する力量を高めようとしている。

子どもとともに
歩む姿勢

子どもを一人の人間として尊敬し、共に成長する存在とな
ることを目指している。

子どもとのか
かわりの経験

学校ボランティア等を通じて、積極的に子どもと触れ合う機
会を持とうとしている。

幅広い教養
一般常識を踏まえ、社会人として必要となる教養を身につ
けている。

社会性と協調
性を兼ね備え
た人間性

他者と積極的に交流し、共同して作業を行うことができる。

＜活用方法＞
①「５段階自己評定」欄は、「事前指導後」「教育実習後」それぞれの時期において、各指標について自分の現在の状態を５段階（５－そうである　４－ややそうである　３－どちらでもない　２－やや不足している　１－不足している）で評価する。
②「自己の課題」欄は各指標について教育実習を通して自分自身が感じた課題について具体的に記入する。

項目 指標
５段階自己評定

自己の課題（教育実習後に自己の課題を記載する）



 

中学校・高等学校英語科教員免許取得のための教育実習 申請基準 

 

 

中学校・高等学校免許状（英語）の教育実習履修要件の「英語力要件」について 

2023年度以降に教育実習を希望される方へ 

 

文部科学省の「英語教員に求められる英語力の目標（CEFR B2（英検準 1級程度）以上）」および教育実習の最低限の

質の担保の観点から、2022年度より中学校・高等学校免許状（英語）の教育実習履修要件として英語力の要件（最低基

準）を設定します。 
 

【英語力の要件】 CEFR B1（英検 2級程度）以上 
 

2023年度以降に中学校・高等学校免許状（英語）の教育実習を実施する学生は、教育実習実施前年度の所定の時期

までに上記の英語力を身につけることが必須となります。 

※「英語力要件」を満たすことができなかった場合は、教育実習年度の変更が必要です。 
 

＜CEFR B1（英検２級程度）以上のスコア＞ 

対象となる英語資格試験の名称と実施団体名 基準 備考 

実用英語技能検定 

（財団法人 日本英語検定協会） 

https://www.eiken.or.jp/eiken/  

２級以上 1 次試験、2 次試験とも合格する必要がある。 

TOEIC L＆R 

（財団法人 国際ビジネスコミュニケーション協会） 

https://www.iibc-global.org/toeic/test/lr.html  

５５０以上 一般向け公開試験と団体受験の IP試験のどちらのスコアでも

構わないが、TOEIC Bridge は適用されない。 

有効期限（2 年）は問わない。 

オンライン（IPのみ）受験は問題数・時間が異なるため適用

外。 

TOEFL（iBT） 

（ETS-Educational Testing Service） 

https://www.toefl-ibt.jp/  

５０以上 オンライン受験（TOEFL iBT Home Edition）でも構わない。 

有効期限（2 年）は問わない。 

IELTS 

（ブリティッシュ・カウンシル、idp:IELTS共同運営） 

https://ieltsjp.com/  

https://www.eiken.or.jp/ielts/ (英検：国内実施運営) 

４．５以上 テストの種類はアカデミック・モジュール、ジェネラル・トレーニ

ング・モジュールのどちらでも構わない。 

コンピュータ受験（テストセンターで実施）でも構わない。 

GTEC 

（ベネッセコーポレーション） 

https://www.benesse.co.jp/gtec/top.html  

１０００以上 テストの種類は Advancedか CBT を推奨。 

会場受験のスコア証明書のコピーが必要。 

オンライン受験は問題数・時間が異なるため適用外。 

2 技能試験版は会場・オンラインともに適用外。 

ケンブリッジ英検 

（ケンブリッジ大学英語検定機構） 

https://www.cambridgefoundation.jp/ 

https://www.kawai-juku.ac.jp/cambridge-english/ 

（河合塾ケンブリッジ英語検定事務局） 

Preliminary 

以上合格 

Preliminary以上であればテストの種類は問わない。 

 

教育実習の実施を予定する学生（4 月～5月の教育実習実施申請から始まる一連の手続き等を完了している学生）は、

下記に従い、上記のいずれかのスコアの証明書（コピー）を提出してください。 

※スコアの取得時期は基本的には問いませんが、当該試験について試験内容の大幅な変更や、スコアの上限について

変更がある場合は、改めてスコアを取得して頂く場合があります。 

 

※現時点で所定のスコアの証明書を所有していない場合は、提出期限に間に合うように余裕をもって所定の試験を受験

のうえ証明書をご準備ください。 
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【学生用】 

2022.4.7 

2022 年度 「春の教員採用試験対策講座」実施要項 

          

１ 期 日   2022 年 4 月 17 日（日） 10：00～17：00 

 

２ 目 的 本講座は、教員採用試験を受験する学生が、受験の心構え・勉強法・知

識・技能等を学び、合格するために必要な力を身に付けることを目的とす

る。特に春講座は、直前の教員採用試験に向けての具体的な対策を重点的

に展開する。 

                 

３ 会 場  自宅受講（ZOOM での受講）※会場での実施なし。  

         ZoomURL 削除  

ミーティング ID 削除 

                パスワード      削除 

 

４ 対象学生  教職課程登録者。本年度（2022 年度）採用試験受験予定者ほか、 

次年度以降の受験予定者も受講可。先着 30 名 

 

５ 指導教員  教職総合支援センター教員  

 

６ 参加費   5000 円 ※受講前に払い込みが必要。  

 

７ 内 容   「教員採用試験の最新情報」「教育の情報化について」「論作文のポ

イント」「面接のポイント」「場面指導のポイントと演習」「合格者

の体験談」等 

（「模擬授業」等も必要があれば行う予定である。） 

 

８ その他   春の教員採用試験対策講座では、 Google クラスルームを使用。  

        クラスコード：削除 

 

＜事前課題の提出について＞ 

        春の教員採用試験対策講座を受けるにあたり、下記のことを調べ、 

4 月 11 日（月）までに Google クラスルームのフォームに直接入力  

すること。但し、分かる範囲内で構わない。  

 

 

資料 2-2-2 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ＜必要資料について＞  

4 月 14 日（木）中に Google クラスルームへアップロードする。 

 

９  講座の内容と時程 

時 間 項 目 担 当 内    容 

9:30 

 

受講生 

接続テスト 

 ※入室時、名前の欄に「受験する校種（初等

or 中等 or 特支）・氏名・学籍番号」を入力し、

出席すること。 

9：50 受講生入室   

10:00   

 

スケジュール説明  

注意点等 

秋澤 

 

・スケジュール説明  

・教員自己紹介  

10:15 

 

教職総合支援セン

ター長より 

手島 ・挨拶 

・教職を目指すことについて  

10:20 

 

教員採用試験につ

いて 

手島 ・教員採用試験の最新情報(30 分) 

10:50 

 

各校種別情報  

（各 10 分） 

嶋田 

秋澤 

千田 

・初等の採用試験対策と留意点  

・中等の採用試験対策と留意点  

・特支の採用試験対策と留意点  

11:20 休憩(10 分間 )   

11:30 

 

教育の情報化につ

いて 

斎藤 ・文科省の情報化政策を中心に  

 

11:50 論作文について  嶋田 ・論作文を書く上での注意点とポイント  

※演習は行わない  

12:05 個人面接について  坂田 ・個人面接のポイントを指導  

 

12:20 昼食・休憩   
 

13:20 場面指導について  全員 ・ブレイクアウトセッションで演習  

 6 グループに分けて演習をする（ 20 分） 

1. 受験予定自治体  

2. 当該自治体の教育ビジョン  

3. 当該自治体の教員像  

4. 採用試験の状況・受験者総数・採用者数（倍率）等  

※昨年度のものを記載すること  

5. 試験科目（模擬授業・場面指導・論作文等の有無も記入）  

6. 自身の対策（今行っていること）  

7. その他（模擬授業希望の有無、相談したいこと等）  



・場面指導のポイントを指導 (20 分) 

14:10 休息（10 分）    

14:20 

 

教員採用試験  

合格者の体験談  

 ・初等・中等・特支  

14:50 合格者との座談会  全員 ・教員採用試験合格者を囲んでのブレイク  

アウトセッション  

    

15:20 模擬授業について  丸本 ・模擬授業のポイントを指導  

 

15:30 休憩(10 分)   

15:40 

 

各セッションで別

れて対応  

（模擬授業・個人

面接・集団面接・

その他相談等）  

全員 ・それぞれのグループにて指導   

ブレイクアウトセッション  

（グループ等は事前課題の内容にて判断）  

 

 

16:50 まとめ 手島  

17:00 閉会 司会 連絡事項  

（アンケートは Google クラスルームのフォ

ームにて入力すること。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



公開日：2022 年 6 月 15 日 

星槎大学 教職総合支援センター  

 

教員採用試験 個別対策講座（2022 年度） 

 

2022 年度に教員採用試験を受験する学生を対象に、 7 月より個別対策講座を開催い

たします。大変ご好評いただいた春の教員採用試験対策講座（ 4/17）の一部を提供い

たします。是非お申し込みください。  

 詳細につきましては、学生ポータルサイト（「教職課程登録者用ページ」⇒「教員採

用試験対策講座」）をご覧ください。  

 

【期  日】申し込み開始  2022 年 6 月 15 日（水）～8 月 12 日（金） 

      実施期間    2022 年 7 月 1 日（金）～8 月 31 日（水） 

 

【対 象 者】2022 年度教員採用試験を受験予定の教職課程登録者  

     （教職課程登録者は採用試験受験予定者でなくでも受講可）  

 

【実施方法】Google クラスルーム  

※クラスコードは申し込みフォームに入力いただいたメールアドレスに  

お送りします。  

 

【申込方法】学生ポータルサイトの申し込みフォーム  

      （「教職課程登録者用ページ」⇒「教員採用試験対策講座」）  

      ※メール、お電話、 FAX でのお申し込みは不可  

           

【内 容】Google クラスルームにて、春の教員採用試験対策講座（ 4/17）の「録画の 

一部（オンデマンド視聴可能）、および資料」を提供いたします。  

提供内容 

 項 目 担 当 内    容 

1 教員採用試験について  手島 ・教員採用試験の最新情報  

2 各校種別情報  

（各 約 10 分） 

嶋田 

秋澤 

千田 

・初等の採用試験対策と留意点  

・中等の採用試験対策と留意点  

・特支の採用試験対策と留意点  

3 教育の情報化について  斎藤 ・文科省の情報化政策を中心に  

4 論作文について  嶋田 ・論作文を書く上での注意点とポイント  

5 個人面接について  坂田 ・個人面接のポイントを指導  

6 場面指導について  手島 ・場面指導のポイントを指導  

7 模擬授業について  丸本 ・模擬授業のポイントを指導  



 

【受 講 料】3,000 円 

 

【手続き方法】  

 ①学生ポータルサイトの申し込みフォームにて申し込む。  

  （「教職課程登録者用ページ」⇒「教員採用試験対策講座」）  

 ②自宅に届いた受講料払込用紙にて期日までに受講料を支払う。  

 ③大学のシステム上で払込の確認完了後、申し込みフォームに入力されたメールア

ド 

レスにクラスコード等について教職総合支援センターよりメールが届く。  

 ④Google クラスルームより、動画、資料を確認する。  

 

※個人面接、模擬授業、場面指導、論作文等についての対策を個別で受けたい方は、  

下記よりお問い合わせくださいませ。  

（但し、手続きの関係上、お問い合わせは申し込み締め切りの 8月12日（金）に 

間に合うように行ってください。）  

別途費用（1講座1時間 5,000円）がかかります。  

 担当教員のスケジュールが調整できない場合は、実施できないことがあります。  

 

【問い合わせ先】教職総合支援センター   

E-Mail：kyosyoku@seisa.ac.jp Tel：045-979-0261 

                                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【学生用】 

2022.10.5 

2022 年度 秋の教員採用試験対策「スタート講座」実施要項 

          

１ 期 日   2022 年 10 月 16 日（日） 10：00～17：00 

 

２ 目 的 本講座は、教員採用試験を受験する学生が、受験の心構え・勉強法・知

識・技能等を学び、合格するために必要な力を身に付けることを目的と

する。特に秋講座は、約 10 か月後の教員試験に向けて何を学修すべき

かを重点にして展開する。 

                 

３ 会 場  自宅受講（ZOOM での受講）※会場での実施なし。  

ZoomURL 削除  

ミーティング ID 削除 

                パスワード      削除 

 

４ 対象学生  教職課程登録者。次年度（2023 年度）採用試験受験予定者（卒業生  

を含む）ほか、次年度以降の受験予定者も受講可。先着 30 名 

 

５ 指導教員  教職総合支援センター教員  

 

６ 参加費   5000 円 ※受講日の３日前までに払い込みが必要。  

 

７ 内 容   「教員採用試験の最新情報」「グループディスカッション」「論作文

のポイントと論作文演習（添削あり）」「合格者の体験談」等 

 

８ その他   資料の共有やアンケートについては、Google クラスルームを使用。  

        クラスコード：削除 

 

        ＜資料について＞  

                  論作文の作成については、パソコンを使用して行うため、  

         事前に論作文記入用紙の様式をダウンロードすること。 

         ※ご事情があり、手書きとなる場合は印刷し、用意しておくこと  

 

教員の講義に使用する資料の一部は、10 月 13 日（水）までに Google 

クラスルームへアップロードする。 

印刷は必須ではない。それぞれ必要に応じて準備しておくこと。  

 

 



９  講座の内容と時程  

時 間 項 目 担 当 内    容 

9:30 

 

受講生 

接続テスト 

 ※入室時、名前の欄に「受験する校種（初等 or

中等 or 特支）・学籍番号・氏名」を入力し、出

席すること。  

9：50 受講生入室   

10:00   

 

スケジュール説明  

注意点等 

高木 

 

・スケジュール説明  

・教員自己紹介  

10:15 

 

教職総合支援セン

ター長より 

手島 ・挨拶 

・教職を目指すことについて  

10:30 

 

教員採用試験  

最新情報① 

手島 ・今年度の教員採用試験の情報  

11:00 

 

教員採用試験  

最新情報②  

手島 ・新「生徒指導提要」の説明と演習  

11:30 休憩(10 分間 )   

11:40 

 

グループディスカ

ッション  

高木 ・テーマは当日に発表する  

 

12:30 昼食・休憩   
 

13:30 論作文の  

基礎知識  

嶋田 ・論作文を書く上での注意点とポイント  

 

14:00 論作文演習  手島 ・論作文を作成し、直接添削指導者にメール

にて送る（締め切りは、翌日の 10/17 まで） 

 提出先メールアドレスは、当日告知する  

14:50 休息（10 分）    

15:00 

 

教員採用試験  

合格者の体験談  

 ・初等・中等（保体）・特支  

 

15:30 休憩(10 分)   

15:40 合格者との座談会   ・教員採用試験合格者を囲んでのブレイク  

アウトセッション  

16:30 

 

補足とまとめ  高木 ・各担当者のまとめ  

16:50 連絡事項  事務局 ・連絡事項（アンケートは Google クラスルー

ムのフォームにて入力すること。）  

17:00 閉会 高木  

 

 

 

 



星槎大学学生ポータルサイト「就職情報の提供」 
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